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宮崎県教育委員会では､東九州自動車道 (都農-西都間)建設予定地にかかる埋

蔵文化財の発掘調査 を平成11年度から実施 してお ります｡本書はその発掘調査報告

書であ ります｡

本書に掲載 した前ノ田村上第 2遺跡は､後期旧石器時代における文化層が 4枚確

認 され､各文化層において､多数の遺物が出土 してお ります｡特に､前ノ田1期に

おきましては､剥片尖頭器 とその素材である石刃が多量に出土 してお り､当該期の

まとまった資料を提示することができました｡ また､古墳時代初頭におきましては､

焼失住居が 2軒検出されてお り､出土 した土器の中には型を使ったと思われる土器

製作方法が観察できる興味深い資料が出土 しています｡

ここに報告する内容は､今後､当地域の歴史を解明する上で貴重な資料 になるも

のと考えられます｡

本書が学術資料となるだけでなく､学校教育や生涯学習の場などで活用され､また､

埋蔵文化財保護に対する理解の一助になれば幸いです｡

最後に､調査にあたって御協力いただいた関係諸機関 ･地元の方々､並びにご指導 ･

ご助言を賜った先生方に対 して､厚 くお礼申し上げます｡

平成19年 7月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 清 野 勉



例 日

1 本書は､平成17年度に実施 した東九州自動車道 (都農-西都間)建設に係る前ノ田村上第2遺跡

の発掘調査報告皆である｡

2 発掘調査は､日本道路公団から委託を受けて宮崎県教育委員会が調査主体となり､宮崎県埋蔵文化

財センターが実施 した.なお､日本道路公団は平成17年10月1日より分割民営化され､西El本高速

道路株式会社九州支社となったが､本報告書中では日本道路公団として記載する｡

3 測量 ･空中写真 ･遺物実測は次の機関に委託 した｡

グリッド杭設定 :(秩)久保田測塁

空中写真 :(有)スカイサーベイ

石器実測委託 :(秩)パスコ ･国際航業(秩)

自然科学分析 :(秩)古環境研究所

4 本番で使用 した追跡位置図は､国土地理院発行の5万分の1図を使用 し作成 したO確認 トレンチ ･

追跡周辺地形図および､旧地形の復元図については日本道路公団作成の1000分の1図を基に作成した｡

5 本智で用いた座標は絶対海抜高であり､方位は座標北 (G.N,)を基本 とし､位置図等の一部に磁

北 (M.N.)を使用 した｡

6 土層断面図および土器の色調の表記は､農林水産省農林水産技術会読事務局監修の r新版標準土色

帖Jによる｡

7 現地での実測 ･写真等の記録は､主に嶋田史子､永田和久が行ったほか発掘作業員が補助 した｡

8 本審使用の避物実測図 ･トレース等は､整理作某月の協力を得て嶋田が担当した｡

9 遺物写真の撮影は､峰田一郎､嶋田が行った｡

10遺物実測図の縮尺､遺構略号は次の通 りとする｡

石器実測図･-1/2 土器実測図-i/3 を基本としたが､例外もある｡

SI-傑群 SC-土坑 SA-竪穴住居跡

11第Ⅳ章 自然科学分析について､(樵)古環境研究所から得られた結果を掲載 しているが､一部､報

告Bt;作成段階において､図 ･表番号に変更があったため､その関連箇所においては加筆 ･修正を行っ

ている｡

12本昏執筆 ･編集は嶋田が行った｡

13報告書作成にあたり､宮崎県埋蔵文化財センター職員の多大な協力を得た｡

14 出土遺物その他の諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターに保管 している｡
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第 Ⅰ章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

東九州自動車道 (都濃～西都間)は､平成元年2月

に基本計画が出され､平成9年3月には整備計画路線

となった｡さらに､平成 9年12月に建設大臣から日

本道路公団へ施行命令が出され､公団は翌年の2月か

ら事業に着手している｡その間､宮崎県が遺跡詳細分

布調査を行い､それに基づき埋蔵文化財の保護につい

て関係機関と協議を重ねた結果､工事施行によって影

響が出る部分については工事着手前に発掘調査を実施

することになった｡調査は平成11年度より宮崎県埋

蔵文化財センターで行っているO

前ノ田村上第2遺跡 (24,600m2) では､平成12年

と14年に確認調査を実施し､竪穴住居跡､硬群等の

遺構や遣物が確認された｡これを受けて平成17年5

月16日から平成17年11月30日にかけて､遺構 ･遺物

が確認された6,045m2の範囲の本調査を実施した｡

第 2節 調査の組織

前ノ田村上第2追跡の調査組織は次の通りであるC

調査主体 宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

副所長flk･調査第二課長

副所長

総務課長

主幹嫌総務係長

主幹躯総務担当リーダー

調査第-冨果長

主幹北調査第一係長

宮薗 浮一

寸押野 勉

岩永 哲夫

加藤 憤郎

宮越 尊

石川 憩史

高山 正信

高LIJ 富雄

長津 宗亜

長津 宗亜

(平成17年度)

(平成18･19年度)

(平成17･18年度)

(平成18･19年度)

(平成17-19年度)

(平成17年度)

(平成18･19年度)

(平成17I18年度)

(平成19年度)

(平成17年度)

主幹∃開村査第-担当リーダー

長津 宗重 (平成18年度)

副主幹躯調査第一担当リーダー

南中道 隆 (平成19年度)

主幹北調査第二係長 菅付 和樹 (平成17年度)

主幹非調査第二担当リーダー

管付 和樹 (平成18･19年度)

主査 (確認調査担当) 南中追 随 原田 茂樹

大山 博志

主査 (調査担当) 永田 和久

主事 (調査 .整理担当) 鴫l封 史子

調査指導 小畑 弘己 (熊本大学)

魚 拓良 (京都大学)

本田 道輝 (鹿児島大学)

田崎 博之 (愛媛大学)

柳沢 一男 (宮崎大学)

広瀬 和雄 (国立歴史民俗博物飼)

大塚 昌彦 (渋川市教育委員会)

第 3節 地理的環境

前ノ田村上第2遺跡は､宮崎県児湯郡川南町大字川

南字前ノ田15021-1･2･3･5･6･10に位置するO

川南町は､宮崎県の中央部に位置 し､宮崎平野

の北端部にあたる｡尾鈴山塊に属する上面木山 (標

高1,040m)が町の北西部に位置 し､そこから丘陵

が派生する｡さらに丘陵東麓から海岸にかけて広が

る段丘面が町域の大半を占めている｡日向灘は､暖

流である黒潮が北進 しており､海岸線は直線的であ

る (第1図)｡

河川は､上面木山系に水源を発する平田川が町の

中心部を流れ､周辺には小規模な沖積地が広がる｡

一方で町の南側に位置する高鍋町との町境には､ノJ､

丸川やその支流である切原川が流れ､比較的まとまっ

た沖積地が広がっている｡また町域の北側に位置す

る都農町との町境には名貰川が流れ､河岸段丘が発

達している｡

地質は､段丘面最下部に第三紀層の砂岩 ･頁岩が

あり､その上を洪積層､つまり尾鈴山塊の火成岩で

ある石英粗面岩 (尾鈴山酸性岩類)が覆っている｡

町域の大半を占める段丘面はその分布高度や堆積

物の差異により多数面に区分されており､様々な様

相を呈 している｡その一つである唐漸原段丘面は標

高約80m-150mに位置 し､東に向かい八ッ手状に

延びており､狭い谷書机二は迫田が広がるOまた国光

原段丘面は標高約60-80mに位置し､広い平坦面が

広がる0本遺跡はこの二つの段丘面に挟まれた､標

高約60mの比較的低い場所に位置する｡さらには､

遺跡の北西からは大字大内を扇頂とする小規模な扇

状地形 (十文字扇状地)が広がっており､本遺跡は

その扇端部に位置する｡
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第4節 歴史的環境 (第 1図)

1.後期旧石器時代

AT上位の資料はもとより､AT下位における資料

の蓄積が進んでいる｡後牟田遺跡､中ノ迫第1-3遺

跡においては､AT下位よりナイフ形石器をはじめと

する石器や､磯評が確認されている｡AT上位からは

中ノ迫第1遺跡より､横長剥片剥離の良好な接合資料

を得ており､また霧島遺跡からは野鳥 .休場型細石刃

核､小型のナイフ形石器､台形石器が出土しているC

2.縄文時代

草創期の遺跡は､段丘面の付根部分を中心に散見さ

れ､国光原遺跡､霧島遺跡にて爪形文土器が､赤石 ･

天神本遺跡､八幡第2遺跡にて隆起線 (隆帯)文土器

と､それに伴う石器が出土している｡また､無文土器

の出土も増えており､轟島遺跡や都農町の朝草原遺跡､

立野第5追跡にて出土している｡

早期の遺跡は､町内に多数分布しており､中ノ迫第

1-3追跡､尾花A遺跡､尾花坂上遺跡にて集石遺構

を多数検出している｡特に中ノ迫第3遺跡では､粂痕

文土器に伴う集石遺構 ･炉穴が検出されている｡縄文

時代中期の遺跡は県内でも少なく､町内に分布は見ら

れないO後期-晩期にかけての遺跡も町内では少ない

が､近年調査が行われた市納上第4遺跡において､包

含層から磨消縄文系の土器に伴い､有肩打製石斧､石

錘等のまとまった石器類が出土している｡そして赤石 ･

天神本遺跡では､竪穴住居跡2軒を検出している｡

3.弥生時代～古墳時代

前期の遊跡は､高鍋町の小丸川左岸に位置する持田

中尾遺跡が挙げられるO大陸系磨製石器､前期未の刻

日突帯文土器が出土しており､いわゆる松菊里型住居

も検出されているC

中期の遺跡は少なく､後期～終末期にかけて遺跡が

増加する｡広い平坦面を持つ段丘面上に位置する尾花

A追跡､赤坂遺跡では､多数の住居跡が検出されてお

り､集落が展開している｡一方で､舌状に伸びる唐漸

原段丘面上に位置する中ノ迫A遺跡や中ノ迫第2遺跡､

また段丘面にのらない前ノ田村上第1･2遺跡におい

ては､数軒の住居跡等の遺構が確認されるのみであり､

集落展開に差異がみられる｡なお､前ノ田村上第2遺

跡が立地する十文字扇状地の両側緑部においては､住

居跡30軒､周溝基が検出されている大迫遺跡､周溝

状遺構が6基検出されている下原遺跡などまとまった

集落が展開する｡

また墓域については､名貰川付近に位置する東平下

遺跡､国光原段丘面の縁辺部に位置する赤坂遺跡にお

いて､周満墓が検出されている｡

古墳時代にはいると､湯牟田遺跡､国光原遺跡､西

ノ別府遺跡､尾花A追跡で多数の住居跡が検出され､

付近では川南古墳群や持田古墳群の造営が始まる｡古

墳群の造営は前期から始まり終末期まで続くが､とく

に前期段階に柄銃型の大型前方後円墳が継続的に造ら

れる｡宮崎平野北部における首長墓系列の古墳の遺 骨

は､4世紀代､/ト丸川流域の川南､持田古墳群におい

て優勢であり､5世紀前半には西都原古墳群の男狭穂 ･

女狭穂塚の造営に伴い､規模を縮ノJ､させていくという

動きが見られる｡弥生後期～古墳時代前期にかけての

集落増加､周溝墓の造営そして､持田 ･川南古墳群の

造営という流れが見られる｡

4.古代以降

川南町は古代には韓家郷の一都に比定され､韓人 (渡

来人)との関係が想定されている地でもある｡また去

飛 (都農町)の駅と児湯 (木城町高城)の駅を結ぶ古

代の官道も想定されている｡

歴史時代の追跡については､上垂門の奈良時代後半

-平安時代前期に比定される蔵骨器を伴う火葬墓や､

宗麟原の供養塔等が知られている｡中世の遺跡は前ノ

田村上第 1､銀座第1追跡等で確認されており､前ノ

田村上第 1追跡においては区画溝を伴った掘立社建物

跡群を検出しており､多量の陶磁器類が出土している｡

また町内において ｢別府｣等の字名が数多く残ってお

り､中世の荘園が存在した可能性も高い｡
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1.前ノ田村上第2追跡 2.前ノ田村上第 1追跡 3.前ノ田追跡 4.赤坂遺跡 5.国光原追跡

6.揚牟田追跡 7,把言田遺跡 8,暫ノ別府追跡 9,尾花A遺跡 10,尾花坂上追跡

ll.川南古墳群 12.持田中尾遺跡 13.持田古墳群 14.山王古墳群 15.野首第 1追跡

16.野首第2遺跡 17.南中原第2遺跡 18.老瀬坂上第3遺跡 19.下耳切第3遺跡

20.北牛牧第3･第5遺跡 21.後牟田遺跡 22.野稲尾遺跡 23.中ノ迫第3遺跡
24.中ノ迫第2遺跡 25.中ノ迫第 1遺跡 26,下原追跡 27,大内原遺跡 28,赤石 ･天神本追跡

29.虚空蔵免遺跡 30.洋島遺跡 31.蔵座村遺跡 32.銀座第 1遺跡 33.八幡遺跡

34.東平下遺跡 35.立野第 5遺跡 36.尾立第3追跡 37.朝草原追跡

第 1図 周辺遺跡位置図 (S-1/50,000)
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第Ⅱ章 調査の方法と経過

第 1節 確認調査の概要

平成13年9月12日-11月22日にかけて確綱 査が

行われたo調査区を触 上､A区-C区に分け､ トレ

ンチ (Tー T3)を設- ､樹 約2,154m2を捌

したo (第2図8区南端は､未契約であったため､ ト

レンチが設定されていか ｡)

結果､A区T1-4･5､T2-3より土師断 が

出 し､T2-2-5において軟 住居鵬 検出した｡

アカホヤ下靴 おいては､〟- 石を含む層 (Ⅳb層)

を中心にT1-2-7､T2-- 7､T3-2-6､

T4-1･2にてナイフ形石器､剥片･石核等が出土

したo馳 出土の密度は､調査区南側に偏 り相 られ

た｡遺構についてはTl-3 T3-3･4 T2-

4にて､不正形をシミ状の遺構やピットが検出された｡

B区においては､T- 1･4･5､T3-5トレ

ンチより剥片尖頭器､角錐状石器､剥片を出土 した｡

遺物出土の密度は調査区南側に偏る｡

一方､C区では地区と土層の堆鰍 況が異なり､ア

カホヤ即 の2層 (Eb層 ･Ⅲ層)のみの推断 あっ

たoこれらの層からは遺構 ･潮 如 確認され始 った

ため､本調査からは除外となった｡

これらの結果をふまえて､瑚 登はA･B区を対象
に行った｡
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第 2節 本調査の経過 【本調査日誌】

本調査は､AIB区の計6,045m働 寸象に平成17年 平成17年

5月16日から11月30日まで行った｡調査区に隣接して､

ブロイラー鶏舎が3棟建ち並び､ヒヨコへの振動､騒

音の影響が懸念されたため､ヒヨコ入荷日程を考慮し

ながら調査が行われたC

調査は､Ⅰ層 (アカホヤ)上面から下面にわたって

行われた｡Ⅰ屑上面にて遺構の検出を行った結果､古

墳時代初頭の竪穴住居跡を3軒検出した｡

Ⅰ層下面の調査は､調査区北半においては避構 ･造

物の広がりが見られなかったため､Ⅰ層､[a･b層

を重機で剥ぎ､Ⅲ層上面にて遺構の検出を行った｡そ

の結果､シミ状の遺構を検出した｡一方､調査区南半

では､Ⅱb層において縄文時代草創期から早期の遣物

と､集石遺構が検出されたため､人力でⅢb層の掘削

を行ったOⅢ層上面にて遺構の検出を行った結果､シ

ミ状遺構が多数検出された｡遺物の出土はⅢ～Ⅳb層

を中心に見られ､Ⅶa層まで続いた｡また､Va層の

堆積が見られる場所においてはトレンチを設定し､下

層での遺構 ･遺物の有無を確認した上で掘削したC

調査の結果､アカホヤ上面において､古墳時代初頭､

アカホヤ下面においては､縄文時代草創期-早期､後

5/16-20 重機にて駐車場 ･調査区の整備.表土除去｡

6/6 作課員を入れての調査を開始｡

6/7-9 7カホヤ上面での避構検出作業｡SAl･2

を検出｡

7/1 確認調査では検LtJ.されなかった鵜石造椛を

検出｡調査区東側にサブ トレンチを入れ､

土層堆積状況を確認｡

7/25 隣接する鶏舎の効が出荷された.

7/27 重機にてアカホヤ～Ⅲb層を除去｡Ⅲ層上

面でそろえる｡

8/2 A調査区南側にて棟畔､北側谷部にてピッ

ト群を検出｡

8/8 土坑群Bを検出｡

8/11 予定より早 く鶏舎へヒヨコが搬入された｡

9/5 台風14号により現場が水没する｡水中ポン

プにより､排水を行う｡

9/15 空撮

9/21 B区表土剥ぎ｡

9/28 B区Ⅲ層上面にて遺構検出o炉穴を検出｡

10/13 東九州自動車道発掘調査指導委月による調

査指導 (ュ回巨)

10/18 B区の北半の表土剥ぎ｡

ll/1 A区艶め戻 し｡B区南半表土剥ぎ｡

ll/9 東九州自動車道発掘調査措辞委員による調

査指導 (2匝IEr)

ll/22- 埋め戻 し｡

期旧石器時代4時期にわたる遣物を確認したO出土L JrTT

た遺物の総点数は約1900点で､後期旧石器時代の遺

物が9割を占める｡

整理作業は平成18年5月1日から7月30日まで行っ

た｡作業内容としては､水洗い ･注記 ･土器及び石器

の接合を行った｡また､磯については水洗い ･注記 ･

計測作業を行ったO遺物の実測は､土器と磯塊石器を

埋蔵文化財センタ-内で､その他の石器については委

託によって行った｡そして､平成19年2月に原稿執

筆を終了させたC

また､平成18年7月29日に県立図書館で開催され

た ｢ひむかの歴史｣にて他遺跡と合同で､報告会が行

われた｡
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第Ⅲ章 本調査の記録

第 1節 調査の概要

本遺跡では､後期旧石器時代4時期､縄文時代草創

期-早期､弥生時代後期-古墳時代の計6つの時期に

わたる文化層を確認した｡遺跡の地形は､浅い谷を介

して微高地が2箇所に認められる｡遺構 ･遺物の分布

は時期により異なり､後期旧石器時代 .縄文時代は低

地への落ち際付近､古墳時代は標高の高い場所に位置

する傾向がある｡

後期旧石器時代 (1-4期)

それぞれの時期で主体となる石器と､主な出土層位

は次の通りである｡

1期 :剥片尖頭器 (Ⅶa屑)

2期 :角錐状石器 ･横長剥片 ･縦長剥片素材のナイフ

形石器一石核 ･剥片 (轍戸内技法系)(Ⅳa～Ⅴ層)

3期 :終末期ナイフ形石器 (Ⅱb-Ⅲ層)

4期 :細石刃 (Ⅱb-Ⅲ層)

遺物 ･遺構の平面分布は1期と2-4期では異なっ

ており､1期の遺物はB区でのみ､2-4期は大半が

A区にて出土しているO遺構は1-3期にて磯群が検

出されている｡

縄文時代草創期～早期

集石遺構がA区南側の､低地への落ち際付近にて5

基､B区東側拡張箇所にて1基が検出されている｡そ

の他B区では炉穴 1基､A区ではピット状の掘り込み

を持つ土坑 ･ピットが多数検出されている｡遺物は､

無文土器 ･隆帯文土器､石鋸や磨石が出土している｡

弥生時代終末～古墳時代初頭

竪穴住居跡がA区にて3軒検出されており､2軒は

焼失住居である｡B区から遺構の検出は見られなかっ

たが､弥生土器が撹乱土中から出土している｡

その他の時代

近世の陶磁器片が1点出土している｡その他､明治

-大正期のものと思われる型紙刷絵の陶磁器片が数点

出土している｡いずれも､表土からの出土である｡

第 2節 遺跡の環境

本遺跡は､大字大内を扇頂とする扇状地 (十文字扇

状地)の端部付近に立地する｡そして赤坂遺跡や国光

原遺跡が立地する南側の国光原段丘面と､中ノ迫第1

-4遺跡が広がる唐瀬原段丘面に挟まれた､標高約60

mの比較的低い場所に位置する｡遺跡近くに広がる国

光原段丘面との比高差は約20mである｡段丘面の傾

斜は､土地分類基本調査によると､150以上300未
満の範囲内に収まる｡段丘面と追跡との間には平田川

の支流である綿打川が流れ､その氾濫原は現在､田と

して利用されている｡追跡周辺は地元の方の話による

と､区画整備が行われる以前は湧水点が点在し､降雨

後には水が溢れかえる状態にあったという｡

調査区内には､2つの谷が埋没しており､旧地形は

これらの谷を挟んで舌状の徴高地が東に向かい延びて

いたことが想定される (第4図)｡また本遺跡北側に

は県道を挟み､前ノ田村上第1遺跡が広がる｡そこで

の地形は､報告皆に詳細な記述が無いため不明である

が､旧石器時代の造物出土レベルから鑑みるに､本道

跡B区北側からC区にかけて見られる谷部を介して広

がる徴高地上に位置しており､本道跡と類似 した地形

であることが想定される｡つまり東へ向け八ツ手状に

のびる微高地地形が広がっており､すなわちそれが扇

状地端部付近での状況であると考えられる｡

また､第Ⅳ章で詳しく述べているが､調査で検出さ

れた土坑の掘り込み面を探るべく､土壌の珪酸体分析

を行った｡得られた結果からは､この道跡において人

の活動が見られ始めるAT層上面 (Ⅶb層)～ノJ､林軽

石が混じる層 (Ⅳb層)にかけてササが豊富に見られ

る環境にあった｡そしてⅡb-Ⅲ層にかけての時期には､

ササを主体としたイネ科植物にススキが混じる環境に

あったという｡また､湿地的な場所に繁茂するヨシ属

も見られ､当時の景観は､湿地が取り巻き､徴高地上

にササやススキが繁茂する環境が想定される｡
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第 3節 基本層序と土層堆積について

前ノ田村上第2遺跡での土層堆積は第3図の通りで

ある｡しかしながら､調査区内は微地形が入り組んで

おり､土層の堆積状況は一様ではない (第4･5図)0

A区南側の調査区外へ地形が下がる付近と､B区で

は谷部分にかけての斜面に､Ⅳa層 (通称クロコバと

呼ばれる黒色味の強い小林軽石を含む土層)の堆積が

見られる｡またAT以下の土層については､B区南側

からA区北側でブラックバンドの堆積が確認されたの

みで､その他の場所では､AT下位は磯層となってい

る｡隣接する前ノ田村上第1遺跡においても同様であ

る｡

棟層を構成している棟は､尾鈴山酸性岩頻であり､

磯の大きさは､A区南側低地の落ち際付近や､B区北

側の谷部においては､10-20cm程の小ぶりの襟が主

体を占めているのに対し､A区北側部分やB区南側に

おいては人頭大の磯が多く見られた｡

グリッド配置は､10m間隔で東西方向にアルファベッ

トで南から北に算用数字を配した (第5図)0

屑 名 A 区 B 区 所 見

桝 作 土 耕 作 土
クロボク

l層 黄褐色土層 (K-Ah) 10Ytミ5/6 よく締 まり､粘性解 し.

ll層-a 黒褐色土層(MBO相当) 黒褐色土屑(MBO相当)
10YR2/3 よく締まり､粘性ややありo

-b 暗褐色土層(ML1相当) 暗褐色土層(ML1相当) 10YR3/3 よく締まり､粘性ややありo

川屈 明暗褐色土層(ML1相当) 明暗褐色土層(ML1相当) 10YR3/3 よく締 まり,粘性ややありo

lV層-a 黒褐色土層 黒褐色土層 非常に硬く軒まり､粘性ややあり.谷部への落ち際付近にのみに堆横.通称クロコバ o

-b 明暗褐色土層(′｣､林軽石を含む) 明暗褐色土層(′｣､林軽石を含む) 10YR3/4 締まりは普通で粘性あり○小林軽石を含む1cm程のブロックが少長混じる○

∨層-a 暗褐色土儲 暗褐色土楢 10YR3/4 非常に締まりの掛嘆褐色1ロック(ト2cm)を少量含trOA区南剛二は黒褐色土が面的に広がる○

-b 黒褐色土層 - 10YR2/3 粘性があり､水分を多く含むo暗褐土が斑状に混じる.谷部分にのみに経机

Vl層 褐色土層(AT二次稚積層) -
硬 く締まり､粘性無 し○暗褐色土の球形状のシミが見られる○

Vll屑-a 暗褐色土屑 暗褐色土屑 10YR3/4 締まりは悪 く､AT粒子を多 く含む｡

-b AT AT 10YR4/4 非常に硬 く締まる○

Vl川層 黒褐色土層(MB2相当) 黒褐色土屑
10YR2/2 非常に硬 く締 まり､粘性ややあり○白色粒子を含まない○

IX層 褐色土層 10YR4/6 しまりは弱 く､粘性ややあ り○1nlB)以下の白色粒子が少昆混 じる.

X層 褐色土層 7.5YR4/4 Ⅸ掛 こ比して､褐色味が弘く､粘性がある○lrrud以下の白色粒子が少立混じる.

Xl層 褐色土層 10YR4/6 しまりは普通で､粘性あり01□m以下の白色粒子が少丑混 じる○

Xl層 褐色土層 7.5YR4/4 しまり良く､粘性あり○シャリシャリとした感触があり､1dD]以下の白色粒子が少量混じる.

Xl層 井褐色土層 10YR5/6 しまり良い.3-5rrumの′ト石を僅かに含む｡

XIV層 茶褐色土層 10YR5/6 硬 く締まり,粘性ややあり○小石は含まないO

第 3図 基本土層図
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第 5図 土層断面図およびグリッド配置図 ※ 1グリッドは10m



第 4節 後期旧石器時代の調査

1.時期の設定

後期旧石器時代の遺物は､Ⅱb層-Ⅶa層にかけて出

土しているが､同一層内に様々な時期の遺物が混在し

ている状況にあった｡A区では､Ⅱb層～Ⅲ層にかけ

て縄文時代の遺物と細石刃､終末期ナイフ形石器､横

長剥片素材のナイフ形石器が混在､Ⅳb層～V屑では

終末期ナイフ形石器を含みながら､角錐状石器､縦長 ･

横長剥片素材のナイフ形石器が出土している｡これら

の出土状況や異なる層位間また､平面的にも離れた地

点間での接合が見られることから､少なからず遺物は

水平 ･垂直方向への移動があることが想定される｡ま

た土層の堆積状況が悪い場所もあることから､出土層

位をそのまま文化層にあてはめることは困難な状況に

あった｡

一方､B区においではVa層から角錐状石器､Ⅶa屑

からは剥片尖頭器が出土しており､比較的出土層位と

遺物を対応させて捉えやすい状態にあったC

そこで今回報告するにあたっては､出土層位､遺物

の特徴､平面分布､検出された遺構等を総合的にとら

え､前ノ田村上第2遺跡の後期旧石器時代を1-4期

に分けて捉えることにした｡

2.石器に関する石材分類

これらの分矧･ま肉眼による分類によるものであり一

つの石材類型が同一母岩を表しているものではないO

匡垂司 :黒色～茶色の撤密な石机 中には､白斑が混

じるものもある｡触感は滑らか｡周辺遺跡にて､頁岩

またはホルンフェルスと分類されている｡

匡垂司 :茶褐色の石材であり､周辺遺跡で､頁岩また

はホルンフェルスと分頬されている｡

匡蚕豆 :灰白色の撤密な石材で､白い筋や白斑が入る

ものがある｡頁岩またはホルンフェルスと分類されて

いる石材｡

匡垂司 :黄褐色に風化したもので､勅を吹いているも

のも多い｡周辺遺跡ではホルンフェルスと分類されて

いる｡

囲 :触感がざらつく灰-灰白色の石材で､周辺遺

跡ではホルンフェルスと分類されているものを一括し

た｡灰白色 ･暗灰色の筋が入るもの等が含まれ､その

外見は様々である｡

直垂司 :風化により白色を呈し､触感はぎらつく｡流

紋岩と分類されているもの｡

匡垂司 :白色の石材で､非常に脆く風化が激しい｡流

紋岩と分類されている｡

匡亘司 :白色で､滑らかな石材で撤密

匡垂∃ :その他の流紋岩類を一括した｡縞 ･ラミナ模

様が入るものが含まれる｡

直垂司:チャート
匡垂司 :砂岩

匝 司 :尾輪山酸性岩類

匡垂亘司:黒色 ･アメ色を呈し､時に縞模様が入る｡

非常に透明度が高い｡桑ノ木津留産と想定される｡

匪転 司:透明度が低い黒色のもの｡腰岳産が想定さ

れる｡

匡垂壷∃ :黒色で不純物を多く含むもの｡日東産が想

定される｡

3.前ノ田1期

〉‖a層を中心に剥片尖頭器･ナイフ形石器･削器･縦長

剥片･石核が出土しているが､剥片尖頭器･縦長剥片 (石

刀)が多く出土しているのが特徴である｡遺構は15基の

傑群を検出している｡

【遺構】(第11･12図)

B区南半にて15基の硬群を検出している (第11･

12図)｡硬の密度は､SIlのみが密集しており､その

他は散漫に分布している｡構成疎の半数以上は完形に

近い棟が占めており､赤化棟も半数以上を占める｡ま

たタールの付着が顕著な磯も一定量含まれる (第2表)0

【遺物出土状況】(第6･9･10図)

石掛 ま遺構と同様､B区南半を中心に出土している

(第6園)が､中央では散漫な傾向にある｡出土遺物

の石材別出土状況 (第9図)は石材A～CiD･Eと､

石材F～Ⅰでは分布が異なる｡石材F～Ⅰなど流紋岩

系の石材は､同一母君と思われる石材が狭い範囲にま

とまり､石核と剥片､調整剥片を伴いブロックを形成

している｡一方で､石材A ･D ･Eは､接合する資料

が僅かに見られるものの､剥片尖説器､縦長剥片 (石

-ll-
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刀)が散漫に分布している状況がみられた｡これらの

石材から同一母岩を見出すことは困難であった｡

また､炭化物集中箇所で得られた炭化物の樹種同定

を古環境研究所に委託したところ､コナラ属アカガシ

亜属という結果を得た (詳細は第Ⅳ章)｡

【出土遺物】(第13図-第22図)

1-39は剥片尖頭器で､縦長剥片 (石刃)を素材

としている｡素材剥片の形状を生かしながら基部加工

を施し､一側線のみ入念な剥離調整を施したもの (Ⅰ

頬)､基部加工のみのもの (Ⅱ類)が見られ､それら

には､さらに側線の先端部､下方部に加工を施すもの

が見られるC

剥離調整は蓑面側から施され､打面を残すものが大

半を占める｡また､作業面調整が施された石刃を素材

としているものが多く､基部に稜を残すものは少ない｡

また､破損後､欠損面に剥離調整を行っているもの

(36･38･39)､通常の側線郡調整の後､さらに剥離

調整を行っているもの (33)が認められ､再利用晶

の可能性が指摘される｡これらの石器に使用されてい

る石材は､石材A･C･Fなどの赦密なものが占めて

いる｡

40-42は黒耀石素材のナイフ形石器である｡打面

を基部側線に利用しているのが特徴である｡44-52

は削器であり､その中でも44-49は剥片尖頭器と同

様に縦長剥片 (石刃)を素材とし､-側線に刃部加工

を施すいわゆる石清水型削器である｡53-81は縦長

剥片 (石刃)である｡剥片尖頭器の長幅比と見合わせ

ると､縦長剥片 (石刃)は製品に比して一回り大きい

ものが多くを占める (第7･8図)｡また､石刃の接

合資料として､接合資料 1が挙げられる｡非常に精美

な縦長剥片 (石刃)であり､底面には横面を残す｡接

合する62の上部は折れており､側面には裏面側から

の二次加工が施されている｡その他の縦長剥片 (石刃)

の中には､53-60のように二次的な調整を施してい

るものが見られ､米製品が含まれている可能性もあるO

また､作業面調整が顕著に見られるノJ､型の剥片類 (81

-93)が出土 しているが､これらはⅤ層下面で出土

しているものが多く､2期の石器群に伴う可能性も考

えられる.

右横は､製品や剥片類の出土数に比して少ない｡接

合資料2は棟の平坦面を打面とし､調整を施したうえ

で小型の縦長剥片を剥離している｡左側線には二次加

工が見られる｡接合資料3は打面を転移させながら､

小型の不定形剥片を剥離している｡接合資料4は､片

側に横面を残す｡102は裏面側から剥離調整が施され

ており削器の可能性もある｡105､106は半裁棟の分

割面倒からの剥離が見られる｡

これらの右横の剥片剥離状況からみて､多量に出土

している縦長剥片 (石刃)を剥いだと思われる石核は

出土していない｡

2 4 6

最大幅 (cm)

第 7国 剥片尖頭器長幅比

長さ (cm)

2 4 6

最大幅 (cm)

第 8図 石刃長幅比
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4.前ノ田2期

IV層～V層を中心に角錐状石器､横長剥片素材･縦長剥

片素材のナイフ形石器､台形石器が出土している｡中でも

横長剥片関連の遺物が目立ち､一部フロックを形成する｡

遺構は25基の礁群を検出している｡

その他､製品との接合関係が見られたものとしては､

スクレイパー (第33図接合資料6)があげられるが､

その他､石器製作の痕跡を兄いだせるような分布や

接合関係は兄いだせなかった｡

【遺構】(第26-30図)

磯群は､A区南側を中心に25基が検出された｡磯

群の分布は遺物の出土範囲と重複 している｡棟群を

構成する棟の分布は､非常に散漫であることがあげ

られる｡また他の時期と同様､半数以上が完形に近

い磯を使用し､赤化樺も約半数を占める (第2表)0

中でも大型の完形磯を含む硬群が､調査区縁辺部に

て多く見られる｡さらにSI16･17で見られるように

大型襟が直立 ･斜位の状態で検出されるものも見ら

れた｡これらの状況は､検出場所が低地-の落ち際

付近であることや､遺物の出土状況からも､原位置

を動いている可能性が高いが､襟の赤化度合が低い

ことも合わせてこれらの磯評の用途に関しては注意

を要するCなおB区で遺構の検出は見られなかった.

【漬物出土状況】(第23図)

遣物はB区ではV層中-下位を中心に大型の角錐

状石器等が少量出土しているのみで､大半は浅い谷

を挟み､南側に広がるA区に集中する (第23図)｡

A区での出土状況はⅣb層からVa層を中心に､3期 ･

4期の石器と平面､垂直分布とも重複 しながら､調

査区南側にて散漫に分布 している｡

石材別に見る避物の出土状況 (第24図)からは石

器製作の場を示すような状況が僅かに見られた｡そ

の一つとして石材Eにおける瀬戸内枝法関連のブロッ

クがあげられる (第25囲)O瀬戸内技法系の右横 ･

剥片 (209･接合資料8･9)等の集中箇所があり､

そこでは審な接合関係を示している｡また付近からは､

同一と思われる石材を用いたナイフ形石器も出土し

ている｡なお石材Eは､灰色のホルンフェルス系の

石材を一括 して分類 しており､多数の母君を含むこ

とが想定される｡その中で､この集中箇所に分布す

るものは､筋が入り､黄色味がかった風化気味の一

群が集中しており同一母岩の可能性が高い｡

- 27-

第23図 前ノ田2期遺構 ･遺物分布図

(S-1/800)



石封b 石 材 F ～ l 石材P第24図前ノ田2･3期石 材 別 遺 物 分 布 図 (S-1/1,000)
※2期･3期の石器を群軌こ分別することがで き なか ったため･同時に表示している･o

第25図 石材E石器ブロック (S-1/500)
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【出土遺物】 (第31-46図)

B区からは､角錐状石器と､剥片尖野l諸芸が出土して

いるO角錐状石器は大型で､厚みを持つものが占め

ており111-113は基部調整が新著である｡117･

118は右側に抑著な基部調器を施している-側緑加=

の剥片尖頭器であるo

A区からは､ナイフ形石器､角錐状石器､台形石鰐

等が出土しており､中でも横長剥片を素材とした製品

が多く出土しているのが特徴である｡それらのナイフ

形石給は-側線1J日工を施し､もう片側に若干の基部加

工を施すもの (120-134)が大半を占める｡

135-1JIOは縦長剥片素材のナイフ形石許であるo

l39は基部上面にljZい決りを持たせるような入念な調

整が施されている｡打面も除去している｡

143-152は角錐状石打差であり､A区出土のものは

大型品と′ト型品が混在するO大型品の石材は石材Eを

用いているのに対して./ト型晶は石材B Iなど穀審

な石材を使用している｡

155は剥片尖頭器である｡右側に若干の基部開濃を

施し.左側先端部付近に背面側からの微細剥離を施し

ている｡

接合資料6はスクレイバ-と剥片が接合しており､

159は下方を打両として剥離し､その後打面を上方に

変え､160を剥離しているE,恭両側から刃部関乾を施

しているo161-166は横長の剥片であり.二次的に

加工を施しているもの (161-164)がみられるO流

紋岩系の石材を多く使用している｡

167-199は縦長剥片であり188-195は寸詰まり気

味である｡接合資料7は縦位剥片の接合資料である｡

同一方向の打面から剥片剥雑を行い,側緑加工時に破

損したと臥われるO製品には縦長剥片を粟材としたも

のが少ないにもかかわらず､縦長剥片が多数出土して

いる｡205-208は坪田を剥離し打面を設け､幅広､

不定形の剥片を剥離 している｡206-208は石材Aを

使用している0209､凝合資本ト8 9は横位剥片､幅

広の剥片を剥離した石核であるOこれらは瀬戸内技法

系の石核であり.固化 していないが.その他にも同様

の石核が出土している｡これらは調整剥片等を含みプ

ロノクを形成している｡215 216は打面転移が抑老

な′ト型の石核であり､作業画調髭もWi著である0218

-220は分割両を打而とし､218は襟両に沿って寸詰

まり気味の剥片を､219 220は剥離両を打両とし､

分割両を作業両に置き換え剥片を剥離している0221

は石核全体を作菜而とし､打両 作業両を入れ替えな

がら寸詰まりの剥片を剥離している｡

222-224はれ面を変えながら剥片剥離し､222は寸

詰まりの剥片 (珪記Nol191)と接合が見られる｡224

は横面､節理面を打面として小型の剥片を剥離してい

る｡226 227は襟面除去することにより打面を作 り

出し､幅広の剥片を剥椎している｡ 230-232は半献

襟の分･創面を主な作業面として､幅広の剥片を剥離し

ているO233は分割両を打両とし､接面に沿って縦長

の剥片を剥離している0238は喋両を大きく残し､幅

広､不定形剥片を交互剥離している｡239は喋署芸であ

る｡
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第39図 前ノ田2期 遺物実測図9 (S-1/2)
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第41図 前ノ田2期 遺物実測図11(S-1/2)
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第42図 前ノ田2期 遺物実測図12(S-1/2)
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5.前ノ田 3期 ①類の剥片である295は先端部付近にプランデイン

A区 Ilb層～lll層を中心にいわゆる終末期のナイフ形石 グ加工を施 している途中に破損したと思われる破片

器とその素材剥片が出土している｡遺構は擦群を7基検出 と接合しているO

している｡

【遺構】(第48図)

裸群はⅢ層中～下面にて7基検出しているo特徴

としては､他時期のものに比して小ぶりな磯を使用し､

疎の密集度合いが高いもの (SI41･42･44)が目立

っ｡構成掛 ま他の時期と同様､半数以上が完形に近

い磯であり､また赤化しているものが約半数を占めるo

【遺物出土状況】(第47回)

主な出土造物は､いわゆる終末期ナイフ形石器で

ある｡Ⅱb～Ⅲ層を中心に出土 しているが､これらの

層からは､先にも述べたが､横長剥片素材のナイフ

形石器､細石刃核､石鉄等の多期にわたる遺物が､

混在 した状態で出土している｡また平面分布におい

ても､2期の石器の分布と重なり､若干の集中区を

持つものの､概 して散漫であるoまた､石器製作の

痕跡を示すブロックは見られず､ごく僅かに接合資

料が見られるのみであるo

【出土遺物】(第49-52図)

出土 しているナイフ形石掛 ま､′卜型の縦長剥片を

素材とし､毅面倒から基部加=を施 し､表面側から

加工を施 しているものも見られるo側線部､先端部

に加工を施 し､打面は除去 して残さないものが大半

を占める｡形態的な特徴としては､大きく3つに分

かれる｡A:柳剰 犬(253-278)ち :先端部を尖ら

せAに比して長大なもの (277-282)C :非常に′ト

型で僅かな基部調整を施すもの (290-294)であるo

剥片は①基部から刃部へ向けやや帽が広がるもの

(295-298)⑳ト型で先細り､厚みを持つもの (299･

300)③縦長で端部に向け細 くなり､ねじれが見ら

れるもの (304-308)④その他の小型のもの⑤他の

剥片に比べて打面を広 く持ち幅広な剥片で (325-

335)､端部は先細 りまたは幅広のものに分かれるo

また⑤類の剥片の表面には小型の縦長剥片を剥離 し

た痕跡が認められるものも含まれるo

第47図 前ノ田3期 遺構 ･遺物分布図 (S-1/600)
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6.前ノ田4期

Ilb層～川層を中心に､細石刃､細石刃核が出土してい

る｡

【遺物】(第53･54図)

細石刃核は黒輝石A･Bを用いた小型のものが多

く見られ､打面を変えながら細石刃剥離を行ったも

の (337-341･346)､扇平な素材を用いた細石刃

核 (344･345)､石材 Ⅰを使用 した船野型 (348･

349･350)､石材Aを使用 した畦原型 (351-354)

が見られる0351-353は顕著な細石刃剥離が見られ

ない｡黒耀石製の細石刃は､チップ類を伴っており､

頭部調整痕の残る剥片類 (342･343)も含まれ､N

4､M5グリッド付近に集中区を持つ｡黒耀石は総

計133.6g出土している｡

グ｣ッド

｣3

｣4

｣5

M4

M5

M6

N5

N4

N5

N6

K5

※ 1グリッドは10m

第53図 黒耀石出土分布図 (S-1/800)

第 1表 黒耀石産地別出土内訳表

黒耀石A(桑ノ木津留)

重量(g) 個 数

4.5 3

11.1 13

1.3 3

4.4 11

29.4 83

19.7 34

1.2 5

33.5 100

17.9 28

5.1 4

5.5 8

黒耀石B(腰岳)

重量(g) 個 数

1.7 2

1.8 1

1.9 3

0.9 2

3.8 17

-57-

黒耀石C(日東)

重量(g) 個 数

0.8 1

2.3 1

0.9 2

0.9 1

そ の 他

重量(g) 個 数

2.8 1



恕適
阜∈i:::;i

圏 337

幽亀竃
.;f≡二t

軍苧

≡:さ‥

･≡:チ

::--ニ if;-

愈.
昔'TI-:'-I-守 339虐塾340VI

･苛 ◎
きi::,,:三三請謁

341

三 ≡≡344
蓋

昏恵
346

毒

草fI-E-:I-;I≡

･=ミ ご

即 断 獅 V3望･@-僅39-堅B3望-8--&3警355356357

卵管帽骨帽選一臓一塁帽 骨帽362363364365 366 367

第54図 前ノ田4期 遺物実測図 (S-1/2)

- 58-



第 2表 磯群分析表
誕左巻:グリッド.=と 古着 :牡Il=と

第 1期

完 粧 軍 赤 化

･∞-80% 80組 下 〇一O A-x 刑即 ,馴 ヒ JL*eG

グJ･JFJ2■姐 RJJ山 個故 96 個故 % d軌 % 個蝕 % 個軌 % d致

H10 64 33B52 34 531 30 46B 51 797 9 141 Jl1 64_1 B

Hl2 62 25.297 30 4aA 17 27.4 29 46B 9 14｡5 22 355

H13 8 4,90B a IOO0 - - 4 500 - - 2 25D

I12 11 3.485 5 455

I11 29 25.706 24 82.8

JI1 2 2.151 1 500

6

7

1

鮎

旧

知

へl

rl

･-

545

2Ju

50.0

C12 4 782 4 1000 - - 1 2ま0

? Ll 3.912 4 1000 - - 1 250

T3

∽

l

一

1

2

1

3

3

-

-

T

G11 lO 4.2･16 9 弧0 1 10_0 I IOO 3

Hl1 35 19396 16 ･15.7 7 20D l 乞9

A10 5 4.603 3 600

5 455 7

1 3̂

1 50D

nO 1 20_○

I十 23･1 12833B 138 59.0 8日FT)班■ヽ
lS

.
旺LOg'■=lJ

q
耶
28

第 2期

完 形 甲 滞 化

100～80% 80%以下 〇一〇 △～x 別面の赤化 AJelhH
グリッドt岩d政穏tJLh) dii政 % 個敬 % 旬拙 % dil政 % 個軌 % diI軌

K3 16 10.2も2 12 750 d 25D 5 313 11 6ab 3 1且8

K｡ 33 20.710 26 78B 7 21.2 20 606 13 394 12 36̂ I

L3 176 50.582 9t 517 85 483 72 403 92 52.3 50 28.A

ld 64 311992 47 73d 17 26_6 9 1d1 35 547 3 4_7

L5 5 5.536 3 600 2 40.0 1 200 4 80.0 1 20.0

L6 17 8.1d6 14 82,4 3 17J5 13 785 d 285 5 29,A

M3 173 154.13B lO1 5ad 72 41月 gd 543 71 ･11.0 71 41.O

Md 147 159B60 93 63.3 与0 34h 82 55B 61 41,5 6d d35

M5 11 10hg3 7 636 J1 36J1 8 72.7 3 273 J1 36JI

M6 35 23.533 18 51d 16 -15.7 25 71̂ 10 2&6 17 朋LG

NLI 22J 217.71O l36 60.7 88 393 123 5JB lOI J5.1 t00 丘4& 2

N5 70 66.703 dJ 62_9 2も 40D 39 5丘7 36 514 32 45_7 1

N6 23 23h59 14 60.9 9 39.1 7 30.4 16 69.6 5 21.7

什 99･1782.lLI4 506 61.0 385 38.7 ･798 50.I 457 46.0 367 36,g

第 3期

尭 形 率 赤 化

100-80% 80%以下 〇一〇 △～X Tu面の刺 ヒJL3.efg
gl)I/I:撹■軌 托Jl■(d 佃歎 % 何故 % 四牡 % 偶歎 % 個故 % 4EI歎

｣･1 36 43P28 20

｣3 18 16.214 9

｣7 48 12.124 38

M3 29 9.461 17

M4 36 31.511 23

M5 21 12.731 -

M6 70 21503 30

55.6 16

50.0 10

79.～ lO

Sa.6 12

63.9 11

J2.9 Jl

44̂ 15

516 8

20B 31

41̂ 13

3OR 26

58.6 6I

JlJ 21 5&3 14 38B 1

44.4 10 55.6 8 44̂

846 1与 31.3 lJI 292

4LI.8 1一I JIB.3 10 345

722 10 27.8 10 27E 3

87.1 9 12.9 44 62.g I

N-1 15 4.217 6 LIO.0 8 533 8 53.3 7 46.7 11 733

05 22 12.979 1-1 636 8 36̂ 12 545 10 -15.5 12 54.5

K5 164 29-610 79 48.2 38 23.2 43 26.2 80 48B 44 26E

什 459 193378 236 51.4 15̂ 33.6 217 473 176 383 167 36J1 5

三ニトil

完 舵 軍 赤 化

･- ･80% 80%以下 0-0 ムーX 刈取神 化tfeG
某JI■号 グリッド捜ib鉄 JitLJb)d弘 光 個政 % dL虹 % 4虫 % Ⅷ故 % 4飴

1 PSI2O HIO 61 32.621 31 50B 30 492 59 96J 9 1dB 41 67_2 B

2 PSt23 Hll lO 6.030 9 90.0 1 10h lO ICOD - 1 2 20D 4

3 PSE37 Hll 8 3531 6 750 2 25.0 6 750 2 250 2 25D

4 PSI24 HlI 5 4.603 3 600 2 40.0 2 400 1 200 1 20.0

5 PS72-1･3 -11 6 1293 4 687 1 16,7 - - 6 1(00 1 16.7

6 PS124 111 5 9058 5 1(()0 0 0.0

7 Pg24 111 7 8D26 4 571 3 42A

8 PSJ12 日2 3 1208 3 1(00 - -

10 PSl10 111 7 5.029 7 1(XI0 - -

11 P922 H12 d ･u30 - - 4 1

12 PSt2B H13 7 3367 4 571 3 42B

13 Pg21 H12 12 2327 5 dl.7 7 583

15 PSCS Cl1 10 一1246 9 900 1 10D

iILr

200 4 800 - -

143 6 857 - 1

687 1 333 - - 3

42.9 2 2&6

250 0 00

571 2 2&6

91.7 1 83

300 3 300

旧

知

佃

m

伽

1

1

▲J

9

■q

完 形 牢 赤 Lt

･00-80% 桝 以下 0-0 ムーX 剖面の刺 ヒA.eG

XJ暮号 グリッド捜45[赦JdJtd 月数 % 個故 % dil放 5i 月数 光 dii扱 % diI歎

16 PSL33 1く3 16 10282 12 750 ･1 25D 5 313 11 68B 3 18B

l7 PSI21 K4 33 20.710 26 78B 7 212 20 686 13 394 12 36̂ 1

18 Pg5 L3 176 5058才 91 517 85 483 72 dO9 92 523 50 2且d

lg PSl14 14 64 30月92 47 734 17 261; 9 141 35 587 3 4_7

2O PSt24 L5 5 5536 3 60() 2 40.0 1 200 4 800 1 20.0

21 PSl17 L6 17 8.1-16 l･1 82.J 3 17& 13 76,与 4 235 5 29̂

22 PSJ7 N3 173 lsd.138 101 5且4 72

23 PSH3 M4 1d7 159Bi60 93 633 50

24F928-3 N5 11 1OB93 7 636 11

25PS128-2 N6 35 23533 18 514 16

26 PSG27 N4 224 217.710 135 60.7 88

27 P926 N5 7() SB,703 d4 629 28

41J∋ 9̂ 5JL3 71 dl0 71 JH.0

34D 82 55JB 61 41.5 6J 435

36̂ 8 72,7 3 273 J1 36̂

45.7 25 71J4 10 2&6 17 岨6

393 123 54.9 101 45.I100 山lB 2

40_0 39 55_7 36 514 32 45,7 1

28 PSt28 M3 11 17,112 5 45.5 5 455 4 36/1 5 45,5 6 545

29PS129-1N3 7 18.739 5 71.4 3 4乙9 4 57.1 2 祖6 2 28,6

3D P929 N3 8 19̂6 2 250 6 75b 2 250 00 2 25j)

31 PSt22 N4 10 9.055 8 80.0 3 30D 7 7QD 4 40.0 5 50D

32 PSn2-ll L3 35 3.181 24 686 15 42B l6 45,7 25 714 13 37.1

33 PSE) N4 23 23.763 12 52.2 3 13D 5 21.7 10 43,5 - -

34 PSry2 N4 8 5.037 6 75.0 3 375 4 50.0 4 500 ･l

aS PSlle L3 24 4967 12 50.0 13 542 16 66,7 8 333 8

36 PSI23 M3 23 13986 14 60.9 10 435 13 565 11 4TB

伽

313

雌

37 PSl-yl N4 4 13.450 4 1(00 - - - - 4 MXI0 - -

38 PSEH N4 13 2.752 2 15.4 11 84JS 13 100.0 - - - -

39 PSJ15 N4 22 36591 15 682 8 36.4 13 59.I 18 81B 9 40.9

LlO PSIH N6 23 23D59 14 609 9 39.1 7 38月 16 696 5 21.7

lltI

尭 形 Z8 赤 化

･0-80% 80%以T 0-0 ムーX 甘価 の赤化 常

実∬F号 glJ･Jド捜diI赦 せIIld 中敷 % 仲裁 % 価批 % 四軒 先 偶数 % 何故

dl PSlJ N4 15 4217 4 26.7 3 20D I 6.7 8 53.3 - -
42 PS13 M5 35 10.769 2 i7 11 31JI 8 22.9 28 8O.0 1 2B

･14 PS18 K5 103 12,723 21 204 1･1 13& 一 一 29 282 8 7B

45 右プロ2 L7 28 5.∝泊 17 60.7 4 143 - - 16 57.1 5 17.9

46 PS12 K5 61 16BBT 48 65.6 8 13.1 2 3.3 6 9B 38 623

｡7 PS16u～し5 12 23.077 7 583 - - 3 250 1 83 - -

- 5 9 -



重量(g)

9001-9500

8501-9000

8001-8500

7501-8000

7001-7500

6501-7000
6001-6500
5501-6000
5001-5500

4501-5000

4001-4500
3501-4000
3001-3500

2501-3000

2001-2500

1501-2000

1001-1500

951-1000
901-950

851-900
801-850
751-800

701-750
651-700

601-650
551-600
501-550

451-500

401-450

351-400

301-350

251-300

201-250

151-200

101-150

51-100

0-50g

20

個 数(個)

40

第55図 傑群重量別組成図
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第 5節 縄文時代の調査

A区南側において集石遺構が4基と土坑群 ･ピット

群が､B区において集石遺構と炉穴が各1基ずつとピッ

ト群を検出している｡土坑はA区の東西2群に分かれ

て検出されており､土坑の平面形は不整形なものが多

く､底面をピット状に掘 り窪めたものが大半を占めて

いる｡

遊物は､少量の無文土器 ･隆帯文土器､石鍍 ･台石

が出土 している｡

【集石遺構】(第57･58図)

A区で検出された集石1-4においては[b層下面､

B区で検出された集石5はⅡb層上面で検出されている｡

集石5は調査区の壁面に赤化磯が認められ､一部拡張

したところ集石遺構が検出されたOよって集石遺構の

分布は調査区外に広がる可能性も考えられる｡

集石 1･2･4は近接 して検出されており､集石5

はB区で検出されている｡集石 1･2･4付近におい

ては､無文土器が集中して出土 している箇所がある.

また､集石3の近くには､隆帯文土器の口緑部 1点と､

同一個体と思われる小片が数点出土している｡

集石遺構の様相は､第3表の通りである｡明瞭な掘

り込みは平面的には確認できず､磯が埋まっている範

囲を掘 り込みとして捉えている｡

集石 1は樺を壁面に貼り付けるように配置しており､

中でも最も大きい台石状の磯については､磯が露出し

ている部分と土に埋まっている部分とに､明瞭な赤化 ･

非赤化の対応が見られ､磯が原位置で機能していたこ

とを窺い知ることができる｡

輿石2は典石 1に隣接 して検出されている｡しかし

ながらその形態は､小振 りな割磯が散在 した状態で検

出されている｡硬の分布が広 く､また掘 り込みを持た

ないことから､集石 1の使用に伴う磯である可能性も

考えられる｡

今回A区で検出された集石遺構は､いずれも調査区

外に広がる低地の落ち際付近で検出されている｡構成

樺はすべて本遺跡の基盤磯層である尾鈴山酸性岩類で

ある｡

【炉穴】(第59図)

B区の集石5近くで検出されている｡検出面はⅢ層

上面ではあるが､掘 り込み面はさらに上層である可能

性が高い｡焼土を含む層が､炉穴の床面より上面で見

られる｡

【出土遺物】(第60図)

遺物は､土器､石鑑､台石等が出土している｡土器

は､無文土器と隆帯文土器が大きく2つの場所に分か

れて出土している｡つまり無文土器は､輿石4近くで､

隆帯文土着削ま､集石3の近くにて出土している｡

石敗については､局部磨製石鉄を含み､決 りが非常

に浅いものが多 く見られる｡また､石鉄には石材P

(チャー ト)が多く使用されている｡

第 3表 集石遠構一覧表

｢ 規模(m, 軍≡芦 配石 芳墨 讐 r u(肝 石 材 l

集石 1 18×2.0 013 なし 密 52,000 94 尾輪山酸性岩類

熊石2 0.5×0,4 なし なし 疎 8,400 42 尾給山酸性岩頬

熊石3 0.8XOJ 0.08 なし 密 18,000 96 尾給山酸性岩頬

熊石4 0.7XO,6 なし なし 密 - 一 局給山酸性岩翼長

集石5 1.4Xl.2 なし なし 密 78,000 596 尾輪山酸性岩類
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第56国 縄文時代遺物 ･遺 構 分 布 図

(S-1/1000)
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第57図 集石遺構実測図 1(S-1/30) 0
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集石5

第58図 集石遺構実測図2(S-1/30)

第59図 炉穴実測図 (S-1/30)
_I:用江氾
∝岨i軸也-HIOYR2/3)描実りが免<.批件無し.壮土地を多<､淡化拙 くhnm)を含む.

⑳.t消色七(10YR3/2】持まりは点く.件ftあり.帝拍也t(】OYFl3/3)を従状に蝿土札 撰化親政をこく既かE:含む.
③略柑也上fIOYR3/小楯まりは強く.粘性ありHIAthi也ブロック (5mm)を含む.
③47F栂色 目0YR3/Jl)③肘に比べて似m ある.粘樵無し.炭化軌 触二I:柁了セ ごく柑かに含む.
⑤肺糊也上 (10YR3/3)摘まりは甜崩で.粘性あり.齢化初段をご((肘 ､に含む.
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土坑について

Ⅲ層上面にて土坑を多数検出している｡土坑は群

を成しており土坑群A､土坑群Bに分かれる (第56

図)｡それぞれ東西に位置 し､双方の間には空白域が

存在する｡

土坑の平面形態は大きく不整形､楕円､円形に分

けられる｡中でも不整形なものが多 く､底面には 1

個から複数個のピット状の掘 り込みを持ち､ATや

棟層にまで至っているものが多く見られる｡

断面形態は以下のタイプ1-3に分類できる｡平

面形態と断面形態､伴うビット数の関係は第4表の

通りである｡

タイプ1:浅い平場とピット状の掘り込み

タイプ 2-1:ピットに向かって斜めに掘り込む

タイプ2-2:土坑を深く掘り込み､更にピット状

に掘り込む｡

タイプ3:ほぼまっすぐに掘り込む

厄 ′ Nプ,V
＼扉y Vタイプ3

第61国 土坑断面模式図

第4表からは土坑の平面形態とその規模､ビット

数は連動する傾向があり､平面プランが不整形なも

のは規模も大きく､ビット数も多くなる傾向にある｡

また断面形態についてはタイプ1のものが多 くを占

める｡

円形のものはタイプ3の断面を示 し､土坑の規模

も0.5m未潤のものが多く､通常ピットとして捉えら

れているものが大半を占める｡

楕円形のものは､様々なタイプの断面形態が混在

する｡その中でも多 く見られるタイプ1の典型例と

しては､楕円の片側に深 く掘り込みを持つタイプの

もの (SC50-54)が挙げられる｡浅い掘り込み部分

(平場)には､所々浅い凹みが見 られる｡また､土

坑の埋土には特に平場部分付近にてATブロックを

含む土が観察された｡さらには､土坑の掘削壁面に

おいて埋土が斑点状､または筋状に残る状況が観察

された｡それらの埋土を除去 した結果､その埋土は

深くまでは至っておらず､斑状のものは先細 りしな

がら5-6cm程で地山に至 り､また壁面に対 して､

約60度の鋭角となっている状況にあった｡しかしな

がらこれを人為的な痕跡であるかは､熟考を要する｡

第 4表 土坑分析表

断 面 状 況土笥窟 面ビット数 夕.プ1タイプ2_1タイプ2_2タイプ3 不明 土坑の規模 ｢2mより大 1-2m 1-0ー5m 0.5m未満

1 4 2 2 1 4 2 1

不整形 2 6 1 3 2

3以上 15 2 8 7 2

1 14 8 6 9 1 21 15

楕円 2 5 3 2 6

3以上 -

1 3 4 2 32 1 46

円 2 1 1 l l
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第64国 土坑群B実測図2 (S-1/80)

6告ch

【土坑の掘削時期について】

土坑に伴う遺物の出土が無かったことから､時期

を特定するのが困難な状況にあった｡また土坑はⅢ

層上面にて検出したが､更に上面からの掘 り込みの

可能性も考えられ､基本土層と土坑埋土を植物珪酸

体分析により比較するべく､古環境研究所に分析を

委託 した (第65園)｡その結果､Ⅱb屑中位～Ⅲ層上

面からの掘り込みの可能性が商いとの結果を得た(第

Ⅳ章参照)｡つまり､実際検出した面か､それよりや

や上層からの掘り込みである可能性が高い｡当該層

からは主に縄文時代､後期旧石器時代前ノ田3期の

遺物が混在している｡また遺構はⅡb層中～下郎にお

いて集石遺構､Ⅲ層上面からは概評を検出している｡

土坑の埋土は[b層の土と類似 しており､また縄文時

代の遺構の塩土とも似る｡よって土坑は縄文時代草

創期-早期に伴う遺構である可能性が高いと考えた｡

【ピットについて】

Ⅲ層上面にて､ピット群を検出している (第56図)｡

これらは土坑と同様､シミ状にぼんやりと検出され

た遺構群である｡ビットが検出された場所は､A･

第65国 土坑A自然科学分析

(植物珪酸体試料)採取点2-13
※①～⑦は第62回の土di注妃に対応

B区とも谷部分に位置している｡断面を断ち割 り､

掘り込みの有無を確認したが､不明瞭なものが多く､

また配置に規則的なものは見られなかった｡谷部分

に位置するという状況からも､人為的なものという

よりは､樹痕等の可能性を考慮すべきかもしれない｡
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第 6節 弥生～古墳時代の調査

竪穴住居跡が3軒検出された｡SAli2は焼失住

居であるが､SA3は土層確認のための トレンチ断面

で確認されたため､詳細は不明である｡

またB区の トレンチヤーによる撹乱部分において､

弥生土器がまとまって出土している｡

弥生-古墳時代の遺構の分布は､後期旧石器時代､

縄文時代の遺構 ･遺物の分布が､調査区南側の低地

への落ち際付近に位置していたのに対し､追跡内で

の標高が高い場所に位置するものが多く分布を違える｡

第 5表 竪穴住居跡一覧表

｢ 規 横 形 梗穴 貼床 炉

SA1 5rnX5m 方形 4 0

sA2 4mX4m 方形 2 0 地床炉

SA3 - - 0 不明

考

婚

姻

明

備

鮒

鰍

不

SAつ(第67図)

確認調査段階で確認されていた住居跡である｡北

壁と東壁において一部､撹乱を受けている｡耕作土

を除去し､残存しているアカホヤ上面にて検出して

おり､検出面から床面までの深さは0.2m､掘削面ま

での深さは約0.3mを測るO炭化物と焼土を含む層が､

ほぼ床面直上に広がっていた｡

貼床には､アカホヤブロックを含む黒褐色土を便

用しており､約10cmにわたり住居床面全体に広がる｡

また､特筆すべき点として､柱穴底面でも貼床と同

様の土が確認された｡柱を立てるにあたり､何らか

の地固め的な土の可能性も考えられる｡なおSA2

の柱穴においても同様の状況が観察された｡

【炭化材】

炭化材の検出状況としては､住居床面直上付近に

放射状に広がる｡分布は住居床面の縁辺部に蜜に見

られ､中央には散漫である｡また､炭化材の上下に

は焼土が部分的に含まれている｡

炭化材の断面は船底状のものもあったが (註2)､

住居の縁辺部中心に見られる材は､幅約15cmを測り､

他遺跡のものに比して幅広である傾向が見られた｡

これらの炭化材を古環境研究所に委託 して樹種同定

を行ったところ､コナラ属クヌギ節の結果を得た (第

- 68-

第66図 弥生～古墳時代遺構分布図

(S-1/800)
※コンターラインは‖層上面



Ⅳ章参照)｡また､炭化材の下より植物繊維体を検出 【出土遺物】(第68図)

した｡同じく樹種同定を行ったところ､｢肉眼での 出土遣物はごく僅かで､喪の褒部､複合口縁壷の

外観的特徴より､萱 ･稲などの草本と考えられるが､ 口綾部､石庖丁 (383)と磨石 (384)が出土したの

同定には至らなかった｣という結果に終わった｡ みであった｡いずれも埋土からの出土である｡

1,Ill抱く10YR2.5/1)軸椎あり.持まりは朝<.アカホヤ
ブロック ･牧子を指まない.脱化抑 ま少鼠指まれる.

2.rLi糊()OYR2/2)(D樹に比して.締まりは強く､1-5
cm火のアカホヤブロックを斤む.脱化材を多l山二含む.

-焼土 3管cmnミlPirR72*/講 や.% 欝与野雷光 農芸.fBi,.3品
七･脱化材･逝物を介まない.

4.111拙く10YR2/1.5)① ･②掛 こ比して.捕まりが強く､
桃七が斑状に入り.下JJJの地七はぱく捕まっている.

S.Lm袖(10YRl/3JWl性あり.締まりは弧く､アカホヤ粒
子を多く含む.

第67図 SAl実測図 (S-1/50)
※①～⑥は自然科学分析を行った試料
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10cm

第68図 SAl出土遺物実測図

(381･382はS-1/3.383･384はS-1/2)

SA2 (第69図)

A区中央西側に位置する方形住居である｡Ⅰ層 (ア

カホヤ)上面で検出しているが､北側は現代の撹乱

により大半を切られているO床面は中央部分がレン

ズ状に窪み､緩やかなベッド状遺構を削り出している｡

遺構検出時の平面状況として､方形プランの中央部

分の埋土が､縁辺部分に比べて黒色味が強く､埋土

の違いが見られた｡これはつまり､縁辺部分はベッ

ド状避構を作 り出しているためレベルが高くなって

おり､埋没段階の差異が平面的に見る埋土状況で顕

著に現れた結果であると考えらえる｡

また､掘 り込み面は凹凸が顕著であり､その凹み

幅は約 7cm)のものが多く見られた｡貼床は､住居の

縁辺部を中心に､これらの凹凸を埋めるように貼ら

れている｡

【土坑】 (第70国)

土坑は､西側に1基 (SCl)南側に3基 (SC2-

4)､中央部に1基検出されている｡中でも中央部の

土坑は塩土が焼土となっており､地味炉と考えられる｡

SClは西側壁面にて検出しており､この場所では貼

床が見られず､住居掘削面からの掘 り込みであった

と考えられる.底面付近では口嫁部が欠損 した小憩

(389)が出土している｡

【焼土と炭化材】

焼土は中央部北側に集中し､帯状に分布する｡焼

土の密度は南側に向けて低くなる｡焼土の特徴として､

0.5-1cmの黒色の硬ブロックが混在することが挙げ

られる｡また､ベルトでの土層の堆積状況を見ると､

東西ベル トでは､アカホヤブロックが混じり､炭化

材を含まない3層の流れ込みがまず見られ､その後

2層の堆積が見られるのに対 し､南北ベル トにおい

ては間に層を挟まず2層の堆G･が見られたO炭化材

は住居プランの縁辺部において少量検出しているが

SAlに比して少ない｡

【出土遺物】(第71･72図)

SAlに比して多くの遣物が出土した｡遣物は､床

面付近から出土したもの (385-398i404-406)､

埋土 1から出土したもの (399-403)の大きく2つ

に分けられる｡底部形態は両者とも丸底か僅かな接

地面を持つ平底のものが占めている｡また､小型の聾､

鉢が多 く見られる特徴もあげられる｡磐は土坑内で

の出土が日立った｡

喪の表面に残る煤の付着状況は､胴部最大径付近

に顕著である一方で底喜田寸近には見られず､器壁が

赤化 している｡SA2の炉の形態が地床炉であること

からも､底部は炉に埋めての使用が考えられる｡

395の鉢は球状の底部を呈 しており､底部と胴部

の接合部分において板ナデの痕跡が残る｡この形態

と類似する鉢は西ノ別府遺跡SAl､国光原避跡SA3

からも出土している｡これらの住居から出土 してい

る他の土器を比較 してみると､賓では西ノ別府遊跡

がタタキ調整によるものであるのに対し､国光原追跡､

前ノ田村上第2遺跡においてはハケメや板ナデによ

る調整を用いているが､おおよそ同一型式の所産で

あると考えられるOその他の器種のセット関係にお

いても､他の遺跡のものは一括廃棄資料ではあるが､

鉢や蟹の小型器種が多いなど煩似点が見られる0

397はロ綾部に櫛描き波状文を持つ精製鉢である｡

ロ緑部と休部との境目に粘土の撚れのような痕跡を

残し､体部は内外面ともケズリによる調整が見られる｡

-70-



=･焼土
第69国 SA 2実 測図 (S- 1/50)

＼㊥

鳩 雛 P.Y～K,2EI腰 3<iuiIも湖 茅b(拾協 F払 髪等
すく.乾せにくい.奴lヒ切は含まない,

2聖学LIP/gR(:甥 2古是や掛 ･粘tは ｡･剛 比 蛾3.'1細 く)OYR2/2〉柵ftあり,7カホヤ性J'(ト 3mm)を多く含tF.
拭化物 ･yLl:を含まない.LILAI他日OYRL/3)郎凪 アカホヤブロック(1～2crr))を多く含む.

5.rll舶rlOYR3/l)A事まりは廿適で.粘性ややあり.7カホヤ
ブロック(5cm)･杓子を多(含む.

6En抱く7.5YR2/2Jl思取土.叫まり制<.鮪 性,無し.アカホヤ
fl-(･を多 く 令む.

72招AL(10YR 2/2)7カホヤプロrJクHcm大)を多 く升む.持至り榔 1.
8.-JAね(lOYR2/2)世-I(.Hか<粥他やや あ り . はまり朋い.

60.Orn
＼く==堅r

SC2

｢.J

SC4

第70図 SA2土坑実測図 (S-1/30)
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第72図 SA2出土遺物実測図2 (S-1/3)
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SA3 (第73図407-410)

遺跡内の東壁に土層断面用のトレンチを設けており､

そこでの観察時に､SAl･2の貼床と同様のアカホ

ヤブロックを含む土層を確認 した｡SA3は調査区外

に続くと思われる｡

B区出土の弥生土器 (第73図411-414)

B区南端において､弥生土器が出土 している｡ア

カホヤ上の土はトレンチヤーによる撹乱を受けており､

落ち込んだクロボク土中から弥生土器がまとまって

出土している｡出土した土器は､底部が多く､その

形態はやや上げ底のもので占められている｡A区の

SAl･2より出土した土器の底部は丸底に近いもの

が大半を占めるのに対 して､様相が異なる｡また､

これらの土器に伴い炭化物も出土している｡

I ･･# =: gdo7

tt≒ユ∈≡主＼､･ I408

＼ 糠 ..♂ ∵′

+-I.----.一一一一一●一

し 仁2)
409

占望di..

上脚ttJ亡
I ILt色二II.(10YR2/1)-t･,湖Hl~を含む
2 1姐抱色土 (10Ylu/3)鮎昧土.7カホヤブロック (1-2cm)を多く含む.

第73図 SA3遺構･出土遺物(407-410)およびB区出土遺物(411-414)実測図
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